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【報告・紹介】
公共性のパラドクス：現代オランダにおける労働･福祉･移民
―国際公共比較部門第 14回対話研究会報告
千葉大学大学院社会文化科学研究科後期博士課程 3年／　
日本学術振興会特別研究員（21世紀 COE）　
鹿住　大助
　2006年 6月 28日、本 COE国際公共比較部門の第 14回目となる対話研究
会が開催された。同研究会では、千葉大学法経学部助教授で本 COE事業推進
担当者の一人でもある水島治郎氏が「公共性のパラドクス：現代オランダにお
ける労働・福祉・移民」と題した報告を行った。
　近年のヨーロッパでは移民問題が先鋭化して現れる傾向にあり、昨年冬に起
こったフランスの若者による暴動は記憶に新しい。彼らは自己のアイデンティ
ティをヨーロッパの諸国民国家内で主張し始め、就職の困難さなどに関連して
彼らが置かれた社会的な地位の低さを問題にし、政治への働きかけを強めてい
る。これと並行して、ヨーロッパ諸国の政治においては、移民排斥をかかげる
右翼勢力が躍進し、広汎な支持を集めて議会内での議席を増加させ、さらには
政権参加を達成する事例も少なくない。政治的対立軸は、財の再分配をめぐる
左右の対立から、アイデンティティやセキュリティをめぐる政治へと変化して
いる。さらにこうした事態は、既存の政権に対する批判的論調と相俟って、ヨー
ロッパ統合を進めるうえでの障害ともなりつつある、というのが一般的な理解
であろう。
　今回の対話研究会で水島氏が取り上げたオランダもまた、近年では移民や難
民の受け入れと認定、社会への統合をめぐって議論が闘わされている。ただし、
水島氏の報告では、こうした事態を政治的対立軸の変化ととらえるのではなく、
福祉国家再編のロジックに内在的に存在する論理として理解しようとする点に
特徴がある。この視点は、福祉国家という「公共的」枠組みそのものが排除の
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契機を含んでいるという指摘へとつながる。以下では、水島氏の報告と討論の
概要を紹介したい。
報告の概要
　報告では、はじめに上述のようなヨーロッパ諸国の現状と、それを理解する
ための基本的視点が述べられた。従来のオランダは難民やマイノリティを受容
する「寛容な」社会とみなされていたが、2002年の新右翼政党フォルタイン
党の躍進にともなって移民・難民政策が厳格化され、オランダはヨーロッパに
おいても最も劇的な転換をとげた国家となった。また、デンマークにおいても
新右翼政党が台頭するなど、これまで多文化共生の「先進国」とみなされてき
たところで排外主義が生じている。オランダ、デンマークのように、発達した
福祉国家形態がみられる諸国において、その改革・再編が進む際に、福祉国家
を守るためにマイノリティを排除しなければならないと主張する福祉排外主義
が出現するのである。
　報告において中心的に取り上げられたのは、ヨーロッパ統合の進展と、こ
れら先進福祉国家におけるシティズンシップの再定義についてであった。まず、
近年のワークフェア改革にともなう「義務」「責任」の強調の結果、シティズ
ンシップ概念が「万人に無条件に付与される」権利から、相互に責任を果たす
主体同士の「契約」へと転換したことが指摘される。オランダのフェルドンク
外国人問題・統合担当大臣のように、移民を「ケアを必要とする」カテゴリー
とするのではなく、彼らの「自己責任」を重視し、コミュニティへの義務を果
たすことを求めるのである。
　次に、大陸ヨーロッパや北欧諸国の方が、アングロサクソン諸国よりも移民
失業率が高いという事実が指摘される。これには、前者は解雇規制が強力であ
り、同一水準の高賃金が労働者に約束される一方、後者はサービス部門を中心
に低賃金労働力への需要が高いことが背景にある。移民は、前者においては自
国民労働者を中心とする労働市場に参入することが困難であるが、後者では低
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賃金労働を行うことでそこに潜り込むことが可能なのである。
　ところが、大陸ヨーロッパや北欧のような福祉国家においては、労働市場か
ら排除された移民や難民は充実したサービスを受けることが出来る。こうして
移民は福祉国家の受益者として可視化されるとともに、ワークフェア型福祉国
家への再編にともなうシティズンシップ概念の転換によって、貢献度の高い移
民と低い移民に選別される。結果的には、困難な条件にあるマイノリティほど
労働市場や教育現場から排除されることになったのである。
　このような背景と論理を提示したうえで、報告ではオランダにおける移民流
入のデータと新右翼政党の躍進、移民・難民政策の転換について具体的な事実
関係が確認された。詳細は省くが、オランダでは第二次世界大戦後にイスラム
系の移民・難民が多数流入することになった。しかし、ナチ・ドイツ支配の経
験をもつオランダでは、人種差別的言説は受容されず、極右政党が躍進するこ
ともなかった。ところが、9. 11以降のイスラム批判の高まりとともに、イス
ラムの「後進性」を非難し、移民・難民制限を訴えるフォルタイン党に支持が
集まる。福祉国家再編の議論において、同党は移民・難民による福祉の「濫用」
も批判し、移民政策の目的を「統合」に置くべきと主張することで議席を伸ば
し、連合政権に参加した。フォルタイン党自体はその後に事実上崩壊してしま
うが、既存政党の政策に大きな影響を与え、オランダの移民・難民政策は「同化」
を基調とする厳格なものへと転換した。シティズンシップ概念は、能力・責任
をもち、コミュニティへの義務を自覚的に果たす者のみが市民となる、という
発想へと再定義されたのである。
　次に、オランダや北欧諸国の移民・難民政策を転換させるきっかけとなった
フォルタイン党など新右翼政党のイデオロギーが分析された。その特徴は以下
の 4点にまとめられた。①ネオナチのような暴力・反議会主義を特徴とせず、
自由・人権といった「民主的・近代的」イデオロギーを標榜する一方で、「後
進的」イスラムを批判し排除する「啓蒙主義的排外主義」。②ナショナリズム
ではなく「ヨーロッパの
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ユダヤ・キリスト教的伝統」を重視する（傍点部著
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者）。③福祉排外主義の現実化をもたらしたような、先進福祉国家との「親和性」。
④同性愛の容認、イスラムの同性愛者差別に対する糾弾といったポストモダン
的価値との「両立」。以上の特徴をもつ新右翼政党に支持が集まるオランダや
北欧諸国といった先進福祉国家では、「リベラル」「リバタリアン」な価値を認
め、福祉国家の維持を前提としたうえで、「それゆえに」イスラム批判がなされ、
移民を排除する方向に向かっていることが指摘される。
　最後に、以上の論点をふまえて、報告タイトルにある「公共性のパラドクス」
が二重の意味で現れていることが述べられた。第一に、市民参加の伝統と高度
な福祉国家をもつヨーロッパにおいて、「公共的」な装置の存在がマイノリティ
の排除を誘発している。第二に、「ヨーロッパ市民の成立（ヨーロッパ・シティ
ズンシップ）」が進む一方で、その市民権はいずれかの加盟国の国民であるこ
とが前提とされており、シティズンシップの再定義が新しい「公共性」と「排
除」を生み出しているというパラドクスがある。報告を通じて、再編が進む先
進福祉国家という国民国家単位と、統合途上にあるヨーロッパ地域単位でのシ
ティズンシップ概念の再定義が、双方の「公共性」からの移民・難民の「排除」
をもたらしていることが示された。
討論の概要
　水島氏の報告を受けて討論が行われた。参加者からの質問は多岐にわたり、
活発な討論が展開されたので、その詳細を紹介することはできない。およそど
のような論点が提示されたのかふれるにとどめたい。
　第一の論点は、「公共性」概念をめぐるものであった。「公共性」概念につい
て、これを「共同性」や「コミュニティ」概念と区別して扱うか、「公共性」
には「共同性」という意味も含まれていると理解するかについて質問がなされ
た。多様性を容認する「公共性」という立場と、共同体やコミュニティの同質
性を重視する立場の双方があり得るが、実際には移民を受け入れられる経済状
況やシティズンシップに対する価値観の変化が、それぞれの立場を左右させて
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いくのではないかという議論がなされた。
　第二に、フランスで起こった移民の暴動を受けて、オランダとフランス、あ
るいはその他ヨーロッパ諸国やアメリカにおける移民制度、労働市場、雇用政
策の比較という論点が提示された。フランスのライシテ原理とオランダの宗教
的寛容についても話題に上ったが、特に、移民などが新たに入り込むことが困
難な労働市場や社会保障制度をもつヨーロッパ型福祉国家と、階層的な労働市
場の構成をもち、低賃金労働者として移民が入り込みやすいアメリカの自由主
義的社会という二つのモデルについて議論が交わされた。
　第三に、寛容性と排除というシティズンシップの二面性に関する論点が示さ
れた。ヨーロッパがリベラルな価値観を持つからこそ、イスラム社会に内在す
る差別や「後進性」を受け入れられないとする意見が合理性と説得力を持ちう
るのだということについて、従来の社会的差別との相違点などが議論された。
これと関連して、水島氏からはオランダにおいて移民・難民が西欧人、スラヴ
系、非西欧、ムスリム、アジア系などの分類で序列化されたうえで、同化政策
がとられている事例が紹介された。
　これらの論点について、参加者からの活発な発言がなされて対話研究会は終
了した。
（かずみ・だいすけ）
（2006年 9月 4日受理）
